
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導と生徒指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科の指導と生徒指

導の一体化 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導要領では、知・徳・体にわたる「生きる力」のバランスの取れた育

成を重視しており、学習指導と生徒指導との関連を意識しながら、日々の教

育活動を充実していくことが重要である。このことは、学習指導を担う教員

が同時に生徒指導の主たる担い手にもなるという日本型学校教育の特徴を最

大限に発揮させることでもある。 

学習指導において、児童生徒一人一人に対する理解（児童生徒理解）の深

化を図った上で、安全・安心な学校・学級の風土を創り出す、児童生徒一人

一人が自己存在感を感じられるようにする、教職員と児童生徒の信頼関係や

児童生徒相互の人間関係づくりを進める、児童生徒の自己選択や自己決定を

促すといった生徒指導の実践上の視点を生かすことにより、その充実を図っ

ていくことが求められている。 

 

１ 自己存在感の感受を促進する授業づくり 

授業において、児童生徒が「自分も一人の人間として大切にされている」

と感じ、自分を肯定的に捉える自己肯定感や、認められたという自己有用

感を育む工夫が求められる。学習の状況等に基づく「指導の個別化」や、

児童生徒の興味・関心、キャリア形成の方向性等に応じた「学習の個性化」

により「個別最適な学び」を実現できるように、授業で工夫することが大

切である。児童生徒の多様な学習の状況や興味・関心に柔軟に応じること

により、「どの児童生徒も分かる授業」、「どの児童生徒にとっても面白い

授業」になるよう創意工夫することが必要である。なお、ＩＣＴの活用は、

授業における「個別最適な学び」の実現に役立つ。 

 

２ 共感的な人間関係を育成する授業 

共感的な人間関係を育成する観点からは、授業において、互いに認め合

い・励まし合い・支え合える学習集団づくりを促進していくことが大切で

ある。例えば、児童生徒がお互いに、自分の得意なところを発表し合う機

会を提供する授業づくりや、発表や課題提出において、失敗を恐れない、

間違いやできないことが笑われない、むしろ、なぜそう思ったのかという

児童生徒の考えについて児童生徒同士がお互いに関心を抱き合う授業づく

りが求められる。このような授業を通して実現される共感的な人間関係が

育つ学習集団づくりは、いじめや非行の防止等の基盤になる。そのために

は、教員が学級・ホームルームの児童生徒の多様な個性を尊重し、相手の

立場に立って考え、行動する姿勢を率先して示すことが大切である。教員

が児童生徒の間違いや不適切な言動に、どのように対応するか、児童生徒

は常に関心を持っている。 

 

３ 自己決定の場を提供する授業づくり 

児童生徒が、授業場面で自らの意見を述べたり、観察・実験・調べ学習

等において自己の仮説を検証しレポートにまとめたりすることを通して、

自ら考え、選択し、決定する力が育つ。したがって、教員は、児童生徒に意

見発表の場を提供したり、児童生徒間の対話や議論の機会を設けたり、児

童生徒が協力して調べ学習をする、実験する、発表する、作品を作る、演

じるなどの取組を積極的に進めたりして、児童生徒の学びを促進するファ

シリテーターとしての役割を果たすことも重要である。 

Ⅳ 学校教育の内容と

基本的な考え方 
７ 生徒指導・教育相談 

(3) 児童生徒の発達を支える教育課程 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳科の授業と生徒

指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合的な学習（探

究）の時間と生徒指

導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別活動と生徒指導 

 

 

 

 

 

 

 

４ 安心・安全な「居場所づくり」に配慮した授業 

授業において、児童生徒の個性が尊重され、安全かつ安心して学習でき

るように配慮することも不可欠である。授業は一般に学級・ホームルーム

の単位で行われるため、一人一人の児童生徒が安全・安心に学べるように

学級・ホームルーム集団が児童生徒の「（心の）居場所」になることが望ま

れる。 

 

道徳科の特質は、学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の要として、

道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を（広い視野から）

多面的・多角的に考え、自己（人間として）の生き方についての考えを深め

る学習を通して道徳性を養うことにある。        

道徳科の授業では、その特質を踏まえ、生徒指導上の様々な問題に児童生

徒が主体的に対処できる実効性ある力の基盤となる道徳性を身に付けること

が求められており、道徳科の授業と生徒指導には以下のような相互補完関係

がある。なお、実際の指導に際しては、両者は一体的に働くものであること

に十分留意する必要がある。 

１ 道徳科の授業の充実に資する生徒指導 

(1) 道徳科の授業に対する学習態度の育成 

 (2) 道徳科の授業に資する資料の活用 

 (3) 学級内の人間関係や環境の整備、望ましい道徳科授業の雰囲気の醸成 

２ 生徒指導の充実に資する道徳科の授業 

 (1) 生徒指導を進める望ましい雰囲気の醸成 

 (2) 道徳科の授業を生徒指導につなぐ 

 (3) 道徳科の授業展開の中で生徒指導の機会を提供 

※（ ）内は中学校 

 

探究的な学習を実現する探究のプロセスを意識した学習活動では、①課題

の設定→②情報の収集→③整理・分析→④まとめ・表現、を発展的に繰り返

していくことになる。このような学習活動を通じて、主体的に問題や課題を

発見し、自己の目標を選択、設定して、この目標の達成のため、自発的、自

律的かつ他者の主体性を尊重しながら、自らの行動を決断し、実行する力で

ある「自己指導能力」を育むことが目指される。 

さらに、高等学校の総合的な探究の時間では、小・中学校における総合的

な学習の時間の成果を生かしつつ、探究が高度化し、自律的に行われるよう

にするとともに、初等中等教育の縦のつながりにおいて総仕上げを行う学校

段階として、自己の在り方生き方に照らし、自己のキャリア形成の方向性と

関連付けながら、自ら課題を発見し解決していくための資質・能力を育成す

ることが求められている。 

 

特別活動は、生徒指導の目的である「児童生徒一人一人の個性の発見とよ

さや可能性の伸長と社会的資質・能力の発達を支える」ことに資する集団活

動を通して、生徒指導の目的に直接迫る学習活動であると言える。 

１ 所属する集団を、自分たちの力によって円滑に運営することを学ぶ 

２ 集団生活の中でよりよい人間関係を築き、それぞれが個性や自己の能力

を生かし、互いの人格を尊重し合って生きることの大切さを学ぶ 

３ 集団としての連帯意識を高め、集団や社会の形成者としての望ましい態

度や行動の在り方を学ぶ 

 

《参考資料》 

□「生徒指導提要」（文部科学省 令和４年12月） 


